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最
近
、
つ
い
に
、
い
や
や
っ
と
と
い
う
べ
き
か
、
日
本
に
お
い
て
も
、

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
や
権
利
な
ど
を
意
識
す
る
機
会
が
多
く
な
っ

た
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
い
う
言
葉
遣
い
か
ら
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
条
例
ま
で
、
そ
こ
に
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と

し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
、
そ
の
存
在
を
可

視
化
す
る
こ
と
へ
の
期
待
と
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

こ
と
文
学
の
面
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
中
国
語

圏
で
は
、「
同
志
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
存
在
し
、
と
り
わ
け
台

湾
の
戒
厳
令
解
除
以
降
の
民
主
化
の
進
展
と
並
行
す
る
形
で
、
九
〇

年
代
以
降
に
多
く
の
名
作
が
生
ま
れ
て
い
る
。
九
〇
年
頃
か
ら
「
同

志
」
に
は
新
た
に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
表
す
意
味
が

付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
国
語
圏
に
お
け
る
「
同
志
文
学
」
研
究

新
旧
「
同
志
」
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克
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は
台
湾
の
学
術
界
が
牽
引
し
て
き
た
側
面
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
陳
芳

明
『
台
湾
新
文
学
史
（
上
・
下
）』（
聯
経
、
二
〇
一
一
：
邦
訳
は
東
方
書
店
、

二
〇
一
五
）
の
一
節
が
同
志
文
学
に
つ
い
て
の
記
述
に
割
か
れ
た
こ
と
、

作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
紀
大
偉
の
専
著
『
同
志
文
学
史　

台
湾
的

発
明
』（
聯
経
、
二
〇
一
七
）
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
こ
数
年
の

状
況
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
も
黄
英
哲
・
白
水

紀
子
・
垂
水
千
恵
編
「
台
湾
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
文
学
シ

リ
ー
ズ
」（
全
四
冊
、
作
品
社
、
二
〇
〇
八
～
二
〇
〇
九
）
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

本
書
は
、
そ
の
よ
う
な
台
湾
で
出
版
さ
れ
て
は
い
る
が
、
著
者
は

マ
レ
ー
シ
ア
生
ま
れ
の
華
人
で
あ
り
、
北
京
大
学
中
文
系
に
学
び
博

士
号
を
取
得
、
現
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
洋
理
工
大
学
で
教
鞭
を

執
っ
て
い
る
。
映
画
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、「
マ
ラ
ヤ
フ
ィ
ル

許
維
賢
著

従
艶
史
到
性
史　

同
志
書
写
与
近
現
代
中
国
的
男
性
建
構
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ム
ユ
ニ
ッ
ト
の
反
共
映
像
と
冷
戦
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（『
野
草
』
九
七
号
、

二
〇
一
六
、
及
川
茜
訳
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
翁
弦
尉
の
筆
名
で
小

説
集
『
游
走
与
沈
溺
』
や
詩
集
も
出
し
て
お
り
、
日
本
語
訳
に
は
「
島

人
」（『
東
南
ア
ジ
ア
文
学
』
一
五
号
、
二
〇
一
七
、
及
川
茜
訳
）
が
あ
る
。

　

本
書
の
眼
目
は
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
「
同
志
」・「
同
志
文
学
」

研
究
に
も
目
配
り
し
な
が
ら
、
家
父
長
制
に
基
づ
い
た
中
国
近
現
代

に
お
け
る
男
性
性
の
構
築
が
、「
同
志
書
写
」
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
て
き
た
の
か
を
分
析
す
る
点
に
あ

る
。「
同
志
書
写
」
と
は
、
文
学
だ
け
で
は
な
く
、
同
性
愛
を
め
ぐ
る

知
識
人
の
言
説
や
日
記
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
を
含
意
し

て
お
り
、
議
論
を
テ
ク
ス
ト
の
中
に
閉
じ
込
め
ず
、
社
会
と
の
関
係

性
へ
と
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

導
論

第
一
章　

従
越
界
之
恋
到
男
性
建
構
：
以
王
韜
的
艶
史
為
個
案

第
二
章　

従
《
性
史
》
到
《
新
文
化
》：
張
競
生
的
「
社
会
性
」

　

論
述
和
一
九
二
〇
年
代
的
同
性
恋
訳
述

第
三
章　

同
志
的
罔
両
性
，
友
愛
的
修
辞
学
：
現
代
中
国
的
男
同　

　

志
書
写

第
四
章　

従
「
同
性
恋
愛
」
到
「
走
向
革
命
」：〈
我
的
童
年
）
与

　

郭
沫
若
日
後
的
「
自
我
改
造
」

第
五
章　

四
面
楚
歌
下
的
同
志
再
現
：
李
碧
華
和
陳
凱
歌
対
梅
蘭

　

芳
《
覇
王
別
姫
》
的
改
写

第
六
章　

北
京
之
夜
的
哥
児
們
：
従
《
品
花
宝
鑑
》
到
《
北
京
故

　

事
》
的
断
袖
羅
曼
史

余
論

　

ま
ず
、
導
論
で
あ
る
。
前
近
代
に
お
い
て
、
男
色
の
風
は
「
艶
史
」

と
し
て
、
家
父
長
制
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
存
在
し
て
い
た
が
、
近

代
に
至
っ
て
徐
々
に
病
理
化
さ
れ
、「
性
史
」の
な
か
に「
変
態
的
な
性
」

と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
や
が
て
文
学
な
ど
の
テ
ク
ス

ト
の
な
か
で
不
可
視
化
さ
れ
、
薄
影
（
罔
両
。
影
の
ま
わ
り
に
で
き
る
薄

い
影
）
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
当
初
は
政
治
的
な
含
意
が

あ
っ
た
「
同
志
」
の
結
び
つ
き
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
そ
れ
が
要
請

す
る
男
性
性
の
構
築
を
促
し
、
社
会
主
義
革
命
、
新
中
国
建
設
へ
と

繫
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
を
「
老
同
志
」
と
し
、
九
〇
年
代
以
降

の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ

た
「
新
同
志
」
と
の
関
係
性
が
、
こ
の
後
の
議
論
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
機
能
す
る
。

　

第
一
章
は
、
王
韜
の
テ
ク
ス
ト
を
手
掛
か
り
に
、
清
末
の
伝
統
的

な
叙
事
が
ど
の
よ
う
に
女
色
と
男
色
を
表
現
し
て
い
た
の
か
を
分
析
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し
て
い
る
。
王
韜
は
妓
女
と
男
伶
を
均
し
く
愛
し
艶
情
を
捧
げ
て
い

る
が
、
興
味
深
い
の
は
西
洋
漫
遊
を
材
に
と
っ
た
小
説
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
自
ら
を
擬
し
て
い
る
と
思
え
る
中
国
人
男
性
と
自
立
し
た

「
西
方
美
人
」
と
の
邂
逅
を
描
き
、
西
洋
的
近
代
に
お
け
る
対
等
な
男

女
関
係
へ
の
意
識
を
見
出
せ
る
。
一
方
、
欧
州
で
婦
人
と
間
違
え
ら

れ
た
王
韜
は
憤
慨
し
、西
洋
か
ら
学
ぶ
こ
と
（
男
ら
し
さ
の
構
築
も
含
む
）

で
西
洋
に
抵
抗
す
る
と
い
う
民
族
主
義
に
目
覚
め
て
い
く
。
王
韜
は
、

女
色
と
男
色
の
間
を
揺
れ
動
く
前
近
代
的
な
文
人
で
あ
る
一
方
で
、

西
洋
に
憧
れ
つ
つ
屈
辱
を
覚
え
る
近
代
知
識
人
と
い
う
過
渡
期
的
な

存
在
で
あ
っ
た
。

　

第
二
章
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
張
競
生
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。

彼
の
「
性
育
」「
美
育
」
は
「
男
ら
し
い
男
」「
女
ら
し
い
女
」
と
い

う
規
範
を
通
じ
て
中
国
人
の
身
体
を
健
全
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
性
研
究
は
（
同
性
愛
者
を
含
む
）
性
的
倒
錯
者
を
「
治
療
」
す
る

た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
同
性
愛
を
病
理
化
し
な
い
中
立
的
な
西

欧
の
言
説
の
翻
訳
も
な
さ
れ
た
が
、
張
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
彼
は
同
性
愛
を
変
態
視
す
る
エ
リ
ス
の
視
点
を
強
化

し
て
い
く
。「
真
の
国
民
党
」
を
自
任
し
性
科
学
だ
け
で
な
く
政
治
に

も
熱
意
を
抱
き
続
け
た
張
の
性
教
育
は
個
人
を
解
放
す
る
も
の
で
は

な
く
、「
強
種
救
国
」
と
民
族
国
家
の
解
放
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
三
章
は
、
中
国
に
お
け
る
同
性
愛
が
「
友
愛
」
と
い
う
概
念

の
も
と
で
如
何
に
薄
影
の
よ
う
に
不
可
視
化
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、

一
九
二
〇
年
代
の
郁
達
夫
、
葉
鼎
洛
と
二
〇
世
紀
末
の
王
小
波
、
崔

子
恩
の
テ
ク
ス
ト
を
基
に
読
解
し
て
い
る
。
創
造
社
の
二
人
の
作
品

は
、
同
性
愛
が
病
理
化
さ
れ
て
い
た
当
時
に
お
い
て
「
自
己
治
療
」

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
西
欧
の
同
性
愛
病
理
化
言
説
は
五
四
文

化
人
の
精
神
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
。
王
小
波
の
作
品
に
は
、

施
虐
―
被
虐
と
い
う
男
性
同
士
の
権
力
関
係
の
な
か
に
、
同
性
愛
者

と
い
う
自
己
認
識
が
介
在
せ
ず
と
も
、
ホ
モ
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
や

欲
望
を
見
い
出
せ
る
。
映
画
に
も
な
っ
た
王
小
波
の
「
東
宮
・
西
宮
」

も
小
説
や
自
主
制
作
映
画
で
活
動
す
る
崔
子
恩
も
、
中
国
で
は
ほ
と

ん
ど
無
視
さ
れ
続
け
て
い
る
事
実
は
、
同
性
愛
が
い
ま
だ
に
薄
影
の

存
在
で
し
か
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
四
章
は
、
郭
沫
若
の
自
叙
伝
「
我
的
童
年
」
の
複
数
の
版
本
を

比
較
し
、
郭
の
人
生
と
同
性
愛
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

郭
は
後
の
自
己
改
造
に
伴
っ
て
過
去
の
作
品
を
大
量
に
修
正
し
た
が
、

自
叙
伝
の
同
性
愛
の
記
述
は
全
く
削
除
し
て
い
な
い
。
し
か
し
身
を

も
っ
て
前
近
代
と
近
代
を
生
き
た
郭
に
と
っ
て
、
同
性
愛
を
全
く
問

題
視
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
記
憶
は
国
家
の
存
亡

や
革
命
の
挫
折
の
徴
候
で
あ
っ
た
。
新
中
国
建
国
後
に
副
総
理
の
任

に
就
い
て
か
ら
も
、
血
腥
く
暴
力
的
な
政
治
運
動
に
手
を
染
め
な
が

ら
も
、
青
年
・
陳
明
遠
と
の
文
通
・
交
流
を
し
続
け
た
。
旧
詩
詞
で
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表
現
さ
れ
た
そ
の
情
感
は
「
艶
史
」
の
伝
統
へ
の
挽
歌
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。

　

第
五
章
は
、
梅
蘭
芳
の
京
劇
『
覇
王
別
姫
』
が
李
碧
華
の
小
説
と

陳
凱
歌
の
映
画
に
ど
の
よ
う
に
書
き
直
さ
れ
、
そ
こ
に
「
同
志
」
が

ど
の
よ
う
に
再
現
さ
れ
た
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
梅
蘭
芳
の
『
覇

王
別
姫
』
と
小
説
・
映
画
創
作
は
間
テ
ク
ス
ト
性
の
関
係
に
あ
り
、

国
粋
と
し
て
再
編
さ
れ
た
京
劇
、な
か
で
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
レ
ゴ
リ
ー

と
し
て
の
『
覇
王
別
姫
』
は
毛
沢
東
時
代
ま
で
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

男
性
の
物
語
を
標
榜
し
た
監
督
と
女
性
や
女
性
性
に
こ
だ
わ
る
李
碧

華
の
方
向
性
の
狭
間
で
、
女
形
を
演
じ
た
張
国
栄
の
揺
れ
動
く
心
情

に
も
言
及
し
た
。
実
際
に
そ
の
後
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
張
国
栄
と

蝶
衣
の
時
空
間
の
異
な
る
自
死
は
、
可
視
化
さ
れ
た
と
た
ん
に
消
失

す
る
「
薄
影
」
と
し
て
の
同
志
主
体
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

第
六
章
は
、
中
国
「
艶
史
」
の
系
譜
に
連
な
る
清
代
の
『
品
花
宝

鑑
』
と
九
〇
年
代
の
ネ
ッ
ト
小
説
『
北
京
故
事
』（
後
に
『
藍
宇
』
と

し
て
映
画
化
）
を
比
較
し
て
い
る
。
二
つ
の
作
品
は
一
〇
〇
年
ほ
ど
の

隔
た
り
は
あ
る
が
同
じ
北
京
を
舞
台
に
し
て
お
り
、
士
大
夫
―
優
伶
、

高
級
幹
部
子
弟
―
貧
し
い
大
学
生
と
い
う
権
力
（
主
従
）
関
係
も
相
似

し
て
い
る
。『
品
花
宝
鑑
』
は
「
艶
史
」
の
伝
統
に
則
り
男
性
同
士
の

恋
愛
関
係
を
「
情
」
と
「
欲
」
の
二
つ
に
分
け
、「
情
」
に
留
ま
る
こ

と
こ
そ
が
美
徳
で
あ
る
と
す
る
が
、『
北
京
故
事
』
は
、「
情
」
と
「
欲
」

が
矛
盾
な
く
表
現
さ
れ
、
登
場
人
物
の
肉
体
関
係
も
描
か
れ
て
い
る
。

男
性
性
の
観
点
か
ら
み
る
と
、『
品
花
宝
鑑
』
の
優
伶
は
女
性
的
な
気

質
で
描
か
れ
て
お
り
、『
北
京
故
事
』
は
（
特
に
映
画
版
で
は
明
ら
か
に
）、

男
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
顕
現
し
て
い
る
。

　

余
論
は
、ま
ず
中
国
に
お
け
る
「
同
志
書
写
」
が
、友
愛
の
下
の
「
薄
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影
」
や
、
金
銭
を
媒
介
と
し
た
性
的
（
あ
る
い
は
情
的
）
関
係
、
女
性

の
介
在
を
特
徴
と
し
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
中

国
大
陸
に
お
け
る
「
同
志
書
写
」
の
現
在
の
方
向
性
を
、蘇
童
、余
華
、

北
村
、崔
子
恩
な
ど
を
例
に
述
べ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
下
層
（
底
層
）

書
写
」
と
し
て
も
論
じ
ら
れ
る
若
い
農
民
工
を
描
い
た
劉
慶
邦
の
小

説「
俺
た
ち
は
死
ね
な
い（
咱
俩
不
能
死
）」で
あ
る
。「
新
同
志
」の「
同

志
書
写
」
は
男
女
間
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
あ
る
い
は
社
会
的
性
）
の

言
説
を
補
完
し
、
ま
た
そ
の
「
非
生
産
性
（
非
増
殖
性
）」
は
、「
生
産

性
（
増
殖
性
）」
に
主
導
さ
れ
た
現
代
中
国
的
な
消
費
社
会
に
対
す
る

大
い
な
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
、中
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
や
同
志
書
写
を
抑
圧
し
支
配
し
て
き
た
「
老
同
志
」
の

男
性
性
を
脱
構
築
し
、
個
人
の
生
活
を
民
主
化
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

以
上
、
内
容
を
簡
単
に
辿
っ
て
み
た
が
、
フ
ー
コ
ー
、
バ
ト
ラ
ー
、

セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
な
ど
西
欧
の
理
論
も
縦
横
に
駆
使
し
、
緻
密
な
論
理

展
開
が
な
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
非
常
に
充
実
し
て
い
る
た
め
、
意

を
尽
く
し
た
と
は
言
い
難
い
。
力
不
足
を
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

以
下
、
感
想
め
い
た
い
く
つ
か
の
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

本
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、
文
学
研
究
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社

会
言
説
や
日
記
、
書
簡
、
映
画
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ス
ト
（「
書

写
（w

riting

）」
と
い
う
よ
り
は
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
い
う
べ
き
か
）
を
材

料
に
、
近
代
中
国
に
お
け
る
同
性
愛
の
状
況
を
丹
念
に
描
い
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
く
フ
ィ
ー
ル

ド
と
い
う
視
点
か
ら
書
か
れ
た
前
掲
の
紀
大
偉
『
同
志
文
学
史
』
に

も
通
じ
る
手
法
で
あ
る
（
た
だ
し
台
湾
に
限
定
さ
れ
た
叙
述
）。

　

二
点
目
は
、「
同
志
」
は
も
は
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

全
体
を
指
す
言
葉
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
著
者
は
ほ
ぼ
男
性
同

性
愛
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か

も
男
性
性
の
構
築
を
「
同
志
」
と
対
照
的
に
置
く
こ
と
で
、「
現
代
中

国
性
」
を
支
え
て
き
た
男
性
性
が
実
際
に
は
脆
弱
さ
も
孕
ん
で
い
る

こ
と
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
社
会
的
存
在
に
ま
で
議
論
を
広
げ

て
い
く
場
合
、
男
性
同
性
愛
の
視
点
だ
け
で
は
や
や
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
女
性
同
性
愛
に
つ
い
て
は
、
中
国
文
学
（
及

び
台
湾
）
に
お
け
る
女
性
同
性
愛
の
欲
望
を
論
じ
た
桑
梓
蘭
『
浮
現
中

的
女
同
性
恋
─
─
現
代
中
国
的
女
同
性
愛
欲
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中

心
、
二
〇
一
四
：
英
語
版
は
二
〇
〇
三
）
が
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

三
点
目
は
、「
同
志
文
学
」
に
せ
よ
「
同
志
書
写
」
に
せ
よ
、
新
し

い
意
味
が
付
与
さ
れ
た
「
同
志
」（
本
書
で
は
「
新
同
志
」）
を
、
そ
の

語
彙
と
概
念
が
生
ま
れ
た
時
よ
り
も
前
の
テ
ク
ス
ト
に
用
い
る
こ
と

に
は
少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
覚
え
る
。
し
か
し
、著
者
は
、元
来
の
「
同

志
」、
近
現
代
を
通
じ
て
政
治
的
な
意
味
を
持
ち
続
け
た
こ
の
言
葉
を
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「
老
同
志
」
と
し
、
西
欧
近
代
的
な
「
男
性
性
」
を
構
築
し
、
そ
の
後

の
性
政
治
を
支
配
し
つ
づ
け
た
重
要
な
概
念
と
し
て
再
配
置
し
た
。

こ
れ
に
荘
子
を
参
照
し
た
台
湾
の
ク
ィ
ア
理
論
で
も
あ
る
「
罔
両
（
薄

影
）」
概
念
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
老
同
志
」
の
友
愛
関
係
の
な
か

に
隠
さ
れ
た
「
同
志
」
の
欲
望
を
見
出
し
、「
新
同
志
」
と
の
接
続
が

可
能
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
ら
の
ク
ィ

ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ス
リ
リ
ン
グ
な
読
解
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
中
国
的
な
文
脈
の
な
か
で
の
思
考
を
試
み
て
い
る

点
は
非
常
に
興
味
深
い
。

　

四
点
目
は
、中
国
に
お
け
る「
同
志
」研
究
の
行
方
で
あ
る
。「
同
志
」

に
は
元
来
政
治
的
含
意
が
あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は

「
い
ま
・
こ
こ
」
に
あ
る
生
身
の
人
間
の
問
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

奇
し
く
も
著
者
が
余
論
に
お
い
て
、「
個
人
生
活
の
民
主
化
」
と
い
う

問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
志
書
写
の
研
究
を
社
会
問
題
（
あ

る
い
は
生
存
の
問
題
）
へ
と
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
切
実
さ
が
感
じ
ら

れ
る
の
だ
。
そ
の
切
実
さ
は
、
本
書
で
挙
げ
ら
れ
た
同
志
書
写
の
中

国
に
お
け
る
軽
視
や
、
論
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

病
理
化
さ
れ
た「
性
史
」の
論
理（
ひ
い
て
は
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
ホ
モ
フ
ォ

ビ
ア
）
で
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
対
照
的
に
映
る
。
と
は
い
え
、

二
〇
一
三
年
に
は
一
〇
〇
名
余
り
の
同
志
の
親
が
全
国
人
民
代
表
大

会
に
、
同
性
婚
の
権
利
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
こ
と
な
ど
を
例
に
、

著
者
は
、同
志
だ
け
で
は
な
く
そ
の
周
囲
に
い
る
代
理
主
体（agency

）

と
連
帯
す
る
可
能
性
と
希
望
も
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
政
治
的
な

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
抑
圧
で
は
な
い
に
せ
よ
、
内
面
化
し
た
ホ
モ
フ
ォ
ビ

ア
が
払
拭
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
言
い
難
い
、
日
本
の
問
題
に
も
繫

が
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
紀
大
偉
は
、「
同
志
」
文
学
を
め
ぐ
る
中
国
と
台
湾
の

差
異
や
断
絶
に
注
目
し
、
本
書
が
「
台
湾
」
を
参
照
し
つ
つ
「
中

国
」
の
み
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い

る
（「
断
裂
与
連
続
：
評
許
維
賢
的
《
従
艶
史
到
性
史
》」『
女
学
学
誌
：
婦
女

与
性
別
研
究
』
三
七
期
、二
〇
一
五
）。
紀
の
批
判
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
国
家
や
民
族
を
超
越
し
た
問

題
を
よ
り
普
遍
的
な
文
脈
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
ひ
と
つ
の
試
み
と

し
て
、
本
書
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ

う
な
普
遍
的
な
文
脈
の
な
か
で
こ
そ
台
湾
の
「
同
志
文
学
」
研
究
は

よ
り
力
強
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
、
一
点
の
み
気
に
な
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
本
文

中
に
注
記
さ
れ
る
参
考
文
献
の
情
報
が
初
版
の
刊
行
年
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
が
多
く
、
読
ん
で
い
て
時
間
的
な
錯
覚
を
感
じ
た
。
こ
の

処
理
は
工
夫
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
み
す
・
ゆ
う
す
け　

立
命
館
大
学
）


